図３－１　危機管理フローB１　荒天時対応
事前準備
　 １　緊急時の情報収集手段並びに各種通信手段の確保（メール・
　　  SNS・災害用伝言サービスの活用等）
　 ２　避難場所・経路の確保及び指定（施設管理者との連携）
　 ３　急激な気象変化を予見するための情報入手方法の決定
　 ４　中止・順延・中断・再開・代替案の採用、その他を判断する手順
の確認
　 ５　気象情報の確認（警報発令時は原則として競技会中止）
· 気象情報の確認手段の例…
· 東京管区気象台
· 気象庁　ナウキャスト　など
· 各校部活動、各専門部の緊急連
絡方法（一斉メール・HP掲載等）、集合場所などを確認させる






落雷・竜巻・雪崩・集中豪雨・台風・光化学スモッグ・PM２.５等の注意報や警報等
発令された場合、落雷・竜巻・雪崩の予兆があった場合

· 天候の異常
· 注意報等発令

· 競技専門部長の責任において適切な状況判断を行う。
· 落雷・竜巻・雪崩の予兆があった場合は、屋外での活動を直ちに中断し、危
険性がなくなると判断されるまで、参加者を安全な場所に避難させる。
· 天候の急変等の場合には、迷うことなく中止・順延・中断・代替案の採用、そ
の他の判断を行う。




実施・継続可能
実施・継続
すべき？

　競技会実施・継続


□　気象情報を定期的に確認する。


□　変更内容を周知し、安全面を確保した上で再開する。
一時避難

不可能
一部変更や
代替案等
により可能

競技会継続の可否

予定を変更して継続


不可能

中断


· 競技専門部長の責任において適切な状況判断を
行う。
· 気象の情報を随時確認する。
· 雷の場合は、音が聞こえなくなった後、30分～
1時間程度は再開せず、安全を確保する。
· 会場の安全確保を行ってから再開する。


待機


競技会継続の可否（再検討）

不可能
一部変更や代替案等により可能

可能
再開
帰校・帰宅
· 気象情報を確認し、帰宅指示をする。
· 状況に応じて会場に待機させ、保護者への連絡を指示する。
· 順延に係る情報（代替日の設定等）について、参加者へ適切に伝達
されるよう十分に配慮する。
競技会の中止

